
 

 

 

 

発行 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 「とよひら・りんく」事務局 

               
         2013年度第 2回合同会議を開催 

2013年 8月 26日（月）18:30～20:00（豊平区民センター） 

                  2013年度第 2回合同会議を開催しました。 

医療・介護関係者等、91名が参加されました。 

                                 

               講師 織田 一昭 先生（西岡病院） 

                          

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                「主治医意見書の作成について」の課題と連携についてグループワークにて議

論しました。最後に数グループに発表もして頂きました。          

 

 

           

 

札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会    2013年 9月 4日発行 第 17号 

 

 

豊平区介護保険認定審査委員を務められている西岡病院 織田一昭先生 

                   に「介護保険認定審査と主治医意見書」について、実例も交えて、お話を 

                   して頂きました。 

アンケート（一部） 

・介護保険認定、主治医意見書についても多職種連携が必要だと思った。 

（医療機関薬剤師） 

・実際の介護保険認定の流れ等、参考になりました。（調剤薬局薬剤師） 

・主治医意見書について学ぶ機会があまりなかったので、参考になりました。（介護施設 施設長） 

・他の介護施設での医師と情報交換の方法が、参考になりました。（特養 介護支援専門員） 

・医師の側より介護保険認定や主治医意見書のお話が聞けて、参考になりました。（特養 生活相談員） 

 

介護保険認定審査と主治医意見書について 

 

（講演して頂いた織田一昭医師） 

 

主治医意見書の作成についての課題 

・情報共有の仕組みが必要ではないか。（医師） 

・１回の受診のみの情報で主治医意見書を作成するとなると困難な場合がある。

介護保険申請の理由やご家族の状況なども分からない場合もある。（医師） 

・受診時の情報のみで認知症についての評価が難しい。自宅、施設での認知症の

状態やエピソード等が共有できると良いのでは。（医師） 

・複数の医療機関を受診している場合、主治医意見書の依頼医療機関に困る場合

がある。（介護支援専門員） 

・初回申請で、主治医意見書の依頼医療機関がなく、困る場合がある。 

（地域包括支援センター） 

・主治医意見書の作成等が遅れ、サービス導入が遅れる場合がある。 

（地域包括支援センター） 

・介護保険認定が利用料金と関連があるため、多職種が情報共有した上での主治

医意見書作成は重要だと思う。（介護施設 施設長） 

 

グループワーク 

 

研修会の様子 

（右）グループワークの様子 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

とよひら・りんく  ホームページ：http://www.toyohiralink.jp/                              

 とよひら・りんく事務局 西岡病院 地域連携室 岡村・川村 

電 話 011-853-8322（平日 9－17時）  メールアドレス：info@toyohiralink.jp 

主治医意見書作成についての連携 

・日々、介護に関わっている方からの情報が主治医意見書作成に参考になる（特に認知状態）。（医師） 

・スムーズな連携のために、一定のルールが必要では。（医師） 

・主治医意見書作成の際に介護状況を伝える必要がある。（老健 ソーシャルワーカー） 

 

アンケート結果から 

・業務の中で、主治医意見書を参考に出来れば、と思いました。（調剤薬局 薬剤師） 

・各医療機関で課題を抱えていることが分かりました。（医療機関 医療ソーシャルワーカー） 

・多職種より主治医意見書についての考え方が聞けて、参考になりました。（医療機関 事務職） 

・主治医への適切な情報提供のあり方が分かり、参考になりました。（介護施設 施設長） 

・主治医意見書を作成する側、申請する側等が意見交換でき、良い機会だと思いました。（老健 ソーシャルワーカー） 

     

 今回は医療、介護の多職種連携の課題の１つとして、「主治医意見書」を取り上げさせて頂きました。 

 介護保険申請をし、まず、医療、介護が連携するのが「主治医意見書」であり、この場面での情報共有のあり方を今回の

議論を参考に、検討していきたいと考えております。 

 

 

２０１３年度活動スケジュール 

[合同会議] 

第 3回 10月 28日（月） 

・感染症対策について（講義と実習） 

第 4回 3月 17日（月） 

・今年度の活動の総括  ・グループワーク 

[終末期カリキュラム研修会] 

第 2回 9月 30日（月） 

・認知症の理解 ・グループワーク 

第 3回 12月 16日（月） 

・救急体制について（仮） 札幌市消防局救急係 

・医療機器体験会 

第 4回 2月 24日（月） 

・今年度の活動の総括 ・グループワーク 

その他、秋に口腔ケア研修会を予定しております。 

 

北海道病院協会空知支部研修会にて 

五十嵐副会長が講演 

 8月 30日（金）北海道病院協会空知支部の研修会が

砂川パークホテルで開催され、当会の五十嵐副院長が

「地域包括ケアシステム構築への課題～とよひら・り

んくの活動から」と題して、講演を致しました。 

 中空知地区の医療、介護関係者、約 100 名が来場さ

れていました。 
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